
この手引書について 
 

「個人情報保護法」が平成 17 年 4 月に施行されてから、会員名簿や地図の作成など、

個人情報の取扱いに苦慮している自治会の声をよく聞くようになりました。 

 以前は、行政に問い合わせれば簡単に提供してもらえた情報も、現状では提供を受

けるのが不可能となっています。 

本書では、自治会が個人情報を取り扱う上での考え方や整理しておくとよい点など

について、「個人情報保護法」で定められた取扱い方法を基本にまとめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報の取扱い方が明確！ 

原因は、個人情報の取扱いが曖昧なこと 

取得する個人情報の内容や使途などを

周知する 

自治会の規約に載せる 

個人情報取扱方法などを定める 

時には、慰謝料(民法)支払の義務が生じる 

世の中には個人情報を悪用する人がいる 

自治会活動には会員の個人情報が必要 

その情報は会員みんなで活用 

通常の自治会活動には影響がない 

自治会は法で定められた事業者ではない 

個人情報保護法の施行 

法律に準じた取扱いを心がける 

大 
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夫 

注 

 

意 

心 

 

得 

会員みんなが

安心！ 

保護法の適用は

受けない 

取り決めが 

なかった 

いままでも 

なんでもない

取扱い方を決

め、みんなが

知ること 

 

自治会も 

取扱いに注意！

取扱い方を決

め、みんなが

知ること 

⇒Ｐ１ 

⇒Ｐ２ 

⇒Ｐ３～ 

自治会でどこ

まで整理する

かを話し合う
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